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近年の医師需給の動向（平成14年度から平成18年度の比較）  

○ 平成18年度の医師・歯科医師t薬剤師調査において明らかになった、医師需給の動向に  

関連する主なデータは以下の通りである。   



人口10万対医療機関に従事する医師数の年次推移  

○ 近年、医師国家試験の合格者は毎年7，600～7，700人程度であり、死亡等を除いても、   

医師の総数は毎年3，500～4，000人程度増加。   

（医師総数）平成10年24．9万人→平成18年27．8万人  

○ 人口10万人対医療機関に従事する医師数についても毎年増加（平成18年206．3人）。  
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経験年数別勤務形態の構成  

ては分娩を取り扱う医療機関に勤務する医師の割合の低下は男性医師に比べて著しい。  
いては非常勤もしくはパートの勤務形態が1～2割を占めている。  
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産婦人科・産科医及び分娩取り扱い施設の推移  

○ 産婦人科医数及び分娩の取り扱い施設はともに減少している。   

（産婦人科医とは、産科及び産婦人科を主な診療科として医療機関において従事している医師）  

分娩取り扱い施設の推移  産婦人科・産科医数の推移   
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小児科医師数と救急自動車による7歳未満の搬送人員  

○ 医療施設に従事する小児科医師数と救急自動車により搬送される7歳未満の搬送人員はと  

もに増加傾向である。  
○ しかし、医師1人当たりの搬送人員は増加していることから、搬送人員の伸びは医師数の伸  

びを上まわっている。  

実数  小児科医師1人当たりの搬送人員数  
搬送人員   
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二次医療圏別人口10万人当たり従事医師数  

○ 各都道府県内においても、県庁所在地など人口当たりの医師数が多い地域と、郡部など少ない地域が見られる。  
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医師に関する需要と供給  

＜平成18年F医師需給検討会報告書」における医師需給推計＞  
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」■－一医師数（定員増前医療施設従事者数）  

→－一医師数（定員395人増（新／緊急医師確保対策））  

－づ仁一医師数（過去最大定員まで増）  

－一口ー需要  

需給を変化させる園子  

・医療関係者の役割分担と連携   

■地域の医療機関の役割分担と連携   

■医師の就労環境の整備  

・医療安全の進歩  

・医療の高度化  

・高齢化  
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48時間に制限）を加える前提で推計した。  

なお、定員の推計には防衛医科大学校の定員を含んでいる。  



医師と他の医療従事者等との役割分担の推進  

○ 医師でなくても対応可能な業務を医師が行っていることが病院勤務医の厳しい勤務環境の一因。  

○ このため、医師等でなくても対応可能な業務例を下記のとおり整理。  

（平成19年12月28日付け医政局長通知「医師及び医療関係職と事務職員等との間等での役割分担の推進について」より）  

事務職員・看護補助者  

① 訪問看護等における医師の事  

前指示に基づく薬剤の投与量の  

調節【看護師】   

② 静脈注射の実施【看護師】   

③ 救急医療における診療の優先   

順位の決定【看護師】   

④採血の実施・検査の説明   

【臨床検査技師】   

⑤病棟等における薬剤管理   

【薬剤師】  

① 書類等の記載の代行   
一診断書  

・診療録  

・処方せん   

－主治医意見書等  

②オーダリングシステムへの入力   

代行－（診察や検査の予約）  

③院内の物品の補充・患者の検  
査室等への移送等  

⑥ 医療機器の管理   
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